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　本格的な夏が到来し、お盆や夏休みで町外との行き来が増えてくる時期がやってきます。ご

家族が町内へ帰省される際などにＰＣＲ検査を受けられる場合は、費用助成をご活用ください。

PCR検査の費用助成のお知らせ

真室川町役場　福祉課健康係
☎62－3436 又は 62－3474

【受付時間】
午前８時30分～午後５時15分（土日祝日除く）

(ＰＣＲ検査助成の申請・接種証明書についての問い合わせ等)

上限額は３０，０００円（１人につき１回のみ）で、実際の費用と比較して少ない方の額　

※町内への帰省、県外への就職や進学等の直前、緊急事態宣言対象地域から転入後は、速やかに
　ＰＣＲ検査を受けてください。

①県外、または県内の緊急事態宣言対象地域から真室川町に転入する方

②県外、または県内の緊急事態宣言対象地域から町内の実家等へ帰省するために検査を受
　ける町出身者および同居家族

③町内に住所のある方で、親族の看護、冠婚葬祭等で県外、または県内の緊急事態宣言対

　象地域に滞在後、帰宅する際に検査を受ける方

④町内に住所のある方で、県外への仕事や就職、進学等のために必要な検査を受ける方

⑤町出身の学生等で、現住所地の都道府県から他の都道府県への就職、進学のために必要

　な検査を受ける方

●助成額について

●助成対象となる方

●助成金申請の流れについて
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町の相談窓口(ワクチンコールセンター)

　この証明書は、入国の際の防疫措置を緩和することなどを目的としているため、海外に
渡航する方のみ発行することができます。発行を希望される方は下記相談窓口までお問い
合わせください。

新型コロナワクチンの接種証明書を発行いたします

真校魅力だより その❸

◆真室川校体育祭（６月10日(木)～11日(金)）
　真室川校の体育祭は、運動会とクラスマッチを統合し、

全学年の紅白対抗戦として１０年前から２日間にわたり開

催しています。心身の健全な育成と自主的な企画・運

営・参加を通じて社会力を養うことが目的です。

　初日は、１００Ｍ競走・１０００Ｍ競争・長縄跳び・ドリブ

ルリレー・障害物競走・波乗り・組対抗リレーの運動会

種目がグラウンドで行われました。

　同点で迎えた二日目は、男女バスケ・フリースロー大

会・イス取りゲーム・バドミントン・男女混合バレーの

クラスマッチ種目で熱戦が繰り広げられました。僅差で

優勝した白組組頭の矢口康生君（３年）は「組を上手く

まとめ団結できた。練習の成果も出せて勝ててうれしい。」

と勝利の弁を語ってくれました。

　６月にもかかわらず真夏日に迫る気温の中、暑さに負

けず競い合う真校生のまっすぐな姿が印象的な２日間で

した。

　６月１９日（土）～２２日（火）に岩手県北上陸上競技

場で開催された大会で、男子ハンマー投げに出場し

た髙橋薫選手（３年）が、４７ｍ０２の自己ベストを叩

き出し見事７位入賞しました。

　インターハイ出場の６位にあと一歩届かなかった

ものの、新庄地区新記録という立派な記録を残しま

した。また、女子やり投げ競技に出場予定だった柴

田和花選手（２年）は、肘痛のため今後の大会（秋

の新人戦や来年度のインターハイ）を見据え欠場と

なりました。今後の活躍に期待です。

静かな本堂で坐禅の体験静かな本堂で坐禅の体験

◆坐禅体験（６月14日(月)）
　１学年を対象とした、「坐禅体験と講話」が正

源寺（鮭延節侯住職）で開催され、生徒たちは

自らの精神と向き合い、生き方や命の尊さを学

びました。

　遠田旭有住職から「命の尊さと生き方」と題

し、住職本人の修行を基に命や生き方について

お話をいただき、非日常的な空気が漂う本堂で

の講話に、生徒達も真剣な表情で聞き入ってい

ました。

　その後、坐布の使い方や足の組み方、呼吸の

仕方や合掌低頭など坐禅の基本を教わり、約２０分の坐禅を２回体験しました。生徒たちは警策

（坐禅を点検する僧侶が坐禅の姿勢が悪かったり集中していなかったりすると与えるもの）をいた

だくことなく心穏やかに坐禅をしましたが、最後に参加者全員が警策を体験しました。参加した小

野綾日さんは「講話を聞いてからだったので、リラックスして坐禅をすることができた。この体験

を学校生活に活かしていきたい。」と感謝の言葉を伝え、貴重な体験を締めくくりました。

◆東北高等学校陸上競技大会　～髙橋薫選手７位入賞～
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